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術と、統合データベースや遺伝資源等の共通基盤を強化しました。種苗管理セン

ターは、これまでの種苗管理業務に加え、種苗法改正に係る特性調査の業務体

制の強化、４つのセグメントや基盤技術研究本部と連携しての業務の高度化・効

率化を進めているところです。 

 
2022 年の重点的な取り組みは以下の３点です。１点目は「みどりの食料システ

ム戦略」※  の推進です。同戦略では、ゼロエミッション、化学農薬 50%削減、化

学肥料 30%削減、有機農業拡大、フードロス削減によって、食料・農林水産業

の持続的発展と地球環境の両立を実現することが目標に掲げられました。この目

標は、これまで農研機構が掲げてきた目標とベクトルが完全に一致しており、農林

水産省、都道府県、農業界、産業界等の皆様と連携して、目標達成に向けて総

力を挙げたいと思います。特に、世界的関心事であるカーボンニュートラルについ

ては、水田メタン削減などの開発技術の普及に加え、牛ゲップのメタン削減等に

対する新技術開発を強力に推進します。 

 
２点目はスマート農業の推進です。AI・データ、ICT を活用したスマート農業技

術が次々と開発されています。現場でも普及が実感できるよう、ビジネスモデルの

提案や普及活動を強化します。 

 
３点目は国際連携・国際標準化の推進です。これがネックとなり優れた技術の

実用化で遅れをとるのが我が国の弱点です。国際競争力のある技術を開発し、

国際標準化を含めイニシアチブをとることを目指します。 

 
農研機構は、皆様とともにイノベーションを創出し、農業食品分野の成長産業

化と地球環境保全に貢献したいと思います。種苗管理に関わる各機関の皆様に

は絶大なご協力をお願いします。 

 
※2021 年、農林水産省策定  

 

 

国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構    

    理事長   久間 和生    
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となる取組の提案（18 件）がありました。 

（３）連携課題の進め方 

6 月に種苗 C 内で集約した技術的課題の中か
ら、研究部門と連携して技術開発に着手できる
もの、又は導入が見込めるものとして「AI を活
用したばれいしょ異常株検出支援システム搭
載抜取りヘルパーの開発と高精度化」と「省力
的ウイルス検定法の実証・導入」を選出し、R３
年度理事長裁量経費課題として 8月下旬に採択
され、現在取り組んでいるところです。 
また、前述の 2 課題と「さとうきび原原種植

付けにおける採苗・調苗作業の省力化」を本年
度の連携課題として位置づけることを機構本
部と確認し、進行管理や実施体制の整理を行っ
ています。 

さらに、種苗 C のばれいしょ種苗生産農場か
ら提案のあった技術的課題のうち「PCR による
輪腐病細菌の検出方法の導入」は、グラム染色
法から海外で主流となっている遺伝子診断法
導入のための検討を行うこととし、他の技術的
課題については、引き続き種苗 C 本所各課や農
場と情報共有し課題の明確化を図り、技術導入
の検討を進めていく予定です。 
 

３.イノベ事業と理事長裁量経費での２課題に

ついて 

先ず一つ目の理事長裁量経費課題である「AI

を活用したばれいしょ異常株検出支援システ

ム搭載抜取りヘルパーの開発と高精度化」につ
いて紹介します。 

図１ 研究部門との連携強化に向けた取組 
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（現状と課題） 

種苗 C は、我が国のばれいしょ産業の基盤と
なる原原種について、需要に即した健全無病な
種苗の生産・配布を行っています。種苗の無病
性については、国が定めた第 5 期中長期目標の
「配布する原原種の無病性（病害罹病率を
0.1％未満）を確保する」に基づき、ばれいしょ
異常株の検出精度を 99.9％となるよう取り組
んでおり、現在は職員による肉眼検定により担
保されています。  
肉眼検定は、ほ場内で見つけた抜取り株を袋

に入れ、多いときは一日 10km を持ちながら歩
行するなど労働負担が伴います。また、ほ場立

ち入りにより病害発生のリスクを高めてしま
うことや、異常株判別の技術習得に多くの時間
がかかるため、技術の伝承が容易でないことが
課題となっています。 

（イノベーション創出強化研究推進事業につ

いて） 

北海道農業研究センター、農業情報研究セン
ターはイノベーション創出強化研究推進事業
（令和元年～３年）において、AI を用いた黒あ
し病検出システムの開発を行いました。同事業
では自然条件下のトヨシロの画像データを集
積し、黒あし病の罹病株を含むばれしょの異常
株の自動検出において、予め目視により確認し

た異常株のうち同システ
ムを使用して異常株とし
て検出できた株の割合（以
下、「再現率」という）が約
84％であることを確認し
ています。 
仮に、肉眼検定にこの異

常株検出システムを複数
回（4 回）用いてモニタリ
ングを行うとすると、ばれ
いしょ異常株検出支援シ
ステムの異常株の自動検

図２ 我が国の種ばれいしょ生産体系（※農林水産省植物防疫所令和元年植物防疫統計） 

写真１ 肉眼検定による抜取り作業の様子 
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出において 83％以上の再現率があれば、理論上、
ほ場中のばれいしょ異常株の抜き残しを 0.1%
以下に抑えることが可能となります（図３参
照）。 

（理事長裁量経費による技術導入のための取

組について） 

イノベーション創出強化研究推進事業の成
果を用いることにより、前述の国が定めた第５
期中長期目標の「配布する原原種の無病性（病
害罹病率を 0.1％未満）を確保することが理論
上可能となることから、AI による異常株検出シ
ステムは、肉眼検定を支援する技術として活躍
が期待されます。 
そのため、令和３年度理事長裁量経費により

農業情報研究センター、植物防疫研究部門及び
北海道農業研究センターと連携して技術の実
用化のための取組を進めています。 
具体的には、ウイルス病や細菌病の異常株の

特徴を学習させた AI と判定用カメラを使用し

た装置を、ばれいしょ種苗生産現場で使用して
いる自走式管理機（抜取りヘルパー）に搭載し、
ほ場での肉眼検定をサポートする（職員が異常
株を見つけだす支援）技術導入のための改良を
行います。 
判定用のカメラを６畦分設置した場合、作業

効率は従来の検査方法と比べ生育初期では 1.5
倍、生育後期では３倍に向上するとともに、抜
取り株を自走式抜取りヘルパーの荷台に積み
込むことができるので、肉眼検定を行う職員の
労力が大幅に軽減されます。 

（波及効果） 

ばれいしょ種苗は高品質かつ健全無病が求
められている状況であり、種苗 C と同じく異常
株の肉眼検定を行っているばれいしょ原種・採
種農家から関心が寄せられています。実用化さ
れると原種、採種面積約 5,000ha への普及が見
込まれ、労働不足や後継者不足といった課題解
決が期待されます。 

図３ 複数回モニタリングによる異常株の抜き残しへの対応  

（本研究は生研支援センター「イノベーション創出強化研究推進事業」の支援を受けて行った。） 
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（スケジュール） 

令和３年度には、ばれいしょ異常株を栽培
する試験ほ場設置のためのばれいしょ罹病塊
茎の作成、抜き取りヘルパーの改造、AI にば
れいしょ異常株を学習させるためのデータセ
ット作成を行います。  
令和 4 年度には、北海道農業研究センター

に試験ほ場を設置し異常株検出支援システム
搭載の抜取りヘルパーを走行させ準リアルタ
イム処理による再現率の確認を行います。ま
た種苗 C の胆振農場、十勝農場にて検出対象
品種の拡大のための画像データ撮影、データ
セット作成を行い深層学習モデルの改良にも
取り組む予定です。 

 
次に、もう一つの理事長裁量経費課題「省力

的ウイルス検定法の実証・導入」についてご紹
介します。 

（現状と課題） 

現在、植物防疫法に基づき検定が必要となる
「ジャガイモウイルス」の検定は、「種馬鈴しよ
の検査について農林水産大臣の定める基準」
（農水省告示第四百九十三号）に定められた抗
血清検定法（ELISA 法）により実施されていま
す。検定で使用する試薬（抗血清）は、現在入
手困難となっており、数年後には現行法での実
施が難しくなるため、新たな検定法の導入が急
務となっています。 
北海道農業研究センターでは、多検体に対応

可能な簡易 RNA 抽出法と１ステップマルチプ
レックス RT-PCR を組み合わせた省力的な検
定法（新法）を開発し公表（北農研 2019 年普
及成果情報）しており、今回この方法を導入す
るための取組を行います。 

（性能） 

この方法では抗血清が不要であることから、

写真２ 令和３年度イノベーション創出強化研究推進事業における抜取りヘルパーによる 

動画像撮影の様子（傘は被写体の光条件の調整に使用） 

（本研究は生研支援センター「イノベーション創出強化研究推進事業」の支援を受けて行った。） 
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短時間（4.5 時間）で４種類のウイルス（PVX、
PVY、PVS、PLRV）を同時に検出できます。 

（業務への導入効果） 

新法は、断続的に検定作業を行えることから、
農場内の業務スケジュールの自由度が高まる
とともに、結果までの所要時間を大幅に短縮す
ることが期待されます。また、入手困難な抗血
清を使用しなくなることから、引き続き安心し
てウイルス検定をすることができます。 

（実施体制） 

北海道農業研究センター、種苗 C 北海道中央
農場、胆振農場において技術の妥当性確認を行
い、検定マニュアルを作成します。 

（スケジュール） 

令和 3 年度には、マニュアル素案作成と種苗
C 農場への検定マニュアルの配布、北海道農業
研究センターや種苗 C 農場が参加し室内試験、
室間試験を実施します。必要に応じて技術指導
を行い種苗 C 農場への技術習得を進めます。 
また、本格導入には、植物防疫法の告示改正

が前提であり、現行法と新法の精度比較を行い、
告示改正の提案に必要な資料を整備し国に提

案する予定です。令和 4 年度以降は、植物防疫
法の告示改正を踏まえ、ばれいしょ原原種生産
の検定業務に導入することを想定しています。 
 

４.最後に 

種苗 C は、機構本部や研究所の方々、本所各
課、農場のご協力を頂き、年度当初から組織目
標に則り、種苗 C の機能強化と業務効率化に向
けた研究部門との連携を加速させ進めていま
す。 
引き続き、関係各所と情報を共有し、研究成

果の情報収集と課題の具体化を進め、研究所と
の連携を通じ、農研機構の研究成果が我が国の
農業現場へ普及されるよう努めます。 
なお、令和３年度の理事長裁量経費課題のう

ち、「AI を活用したばれいしょ異常株検出支援
システム搭載抜取りヘルパーの開発と高精度
化」については、生研支援センター「イノベー
ション創出強化研究推進事業」の支援を受けて
行った「健全種ばれいしょ生産を達成するジャ
ガイモ黒あし病発病リスク回避技術の確立」の
成果を活用し取り組んでいます。 

（連携推進課長 村上 隆紀）    

図４ 現行法（ELISA 法）と新技術（新法）の比較 
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災害発生の危険が高く、作業中は常に

注意を払い、非常に緊張感のある作業

習得となりました。その代わりに活着

した場合の達成感も大きく、今後は自

宅で栽培している木本性植物でも接

ぎ木に挑戦して、更なる技術向上を目

指したいと考えています。 

また、品種育成担当の研究者に指導

いただいているため、リンゴ品種育成

の状況を間近で知ることができる点

も興味深いです。特に選抜作業は、大

量の品種を評価するため、収穫盛期に

は画像のように個性的な果実が多く

並びます。さらに、食味を中心とした評価項目

は、甘味、酸味の他に、果汁、香り、肉質など

細分化されており、果実を一口食べてこれらの

項目を瞬時に評価し、それが何百回も繰り返さ

れます。 

限られた駐在期間のなかで、今後もより多く

の技術を習得し、種苗 C 内でも確実にリンゴの

栽培ができるように実施体制整備を進めたい

と考えています。 

受け入れ先である果樹茶業研究部門の皆様

には、多忙な業務の中でも親切丁寧に対応いた

だき、この場を借りて感謝するとともに、機構

内の研究部門との連携も深めていきたいです。 

  
研究圃場から望む岩手山 

検定室に並べられ、調査される果実 



種苗管理センターニュース 第 91 号（2022.1） 

- 12 - 
 

つくば本所、特性調査業務課の杵渕です。私

は種苗 C に入所して 12 年目で、これまでにば

れいしょの原原種生産や、花卉や野菜の品種登

録のための栽培試験などの業務に携わってき

ました。 

令和３年４月に種苗 C の栽培試験業務に大

きく関与する法律である「種苗法」が改正され、

これにより種苗 C においても幾つか新たな業

務に取り組むこととなりました。その一つが果

樹の栽培試験の実施です。種苗 C では今後、果

樹の中でも出願点数の多いリンゴ、モモ、ブド

ウについて、段階的に栽培試験を実施していく

予定です。 

私は現在、新たに始まるモモの栽培試験の担

当者として、令和３年４月から令和４年３月ま

での一年間、茨城県つくば市にある果樹茶業研

究部門のモモの育種を行っている研究室に駐

在し、モモの栽培管理や特性調査技術習得のた

めの研修を受けています。また、モモの品種登

録時の特性調査に使用する審査基準改定に必

要なデータ収集や、モモの栽培試験のための栽

培方法や特性調査方法をまとめたマニュアル

の整備などの業務にも取り組んでいます。 

モモは他の果樹より果実の肥大が早く、つく

ば市では例年４月上旬頃に開花した後、極早生

品種では６月上旬頃に収穫期を迎えます。育種

現場では異なる早晩性の品種を幅広く栽培し

ているため、８月中旬頃まで途切れることなく

果実調査が続きます。 

これまで担当した植物ではあまりなかった

ことなのですが、モモは収穫期が梅雨に被るこ

と、また、収穫適期を過ぎると落果してしまう

ことから、雨天でもカッパを着て収穫を決行し

ます。しっかりと雨対策をしていないと、果実

へ手を伸ばした瞬間に水滴が裾から流れ込ん

で服が濡れ、悲しい気持ちになるので要注意で

す。 

果実調査の合間に新梢管理などの樹勢をコ

ントロールするための作業が入るため、春から

夏までが最も忙しい季節です。暑さと不慣れな

果樹茶業研究部門 つくば研究拠点駐在：杵渕 萌里 主任調査員 

～育種現場の果実の食味調査風景～ 
この数を食べる研究者の皆さんも大変です。 

～収穫期を迎えたモモ～ 
鳥やテンも狙っています！ 
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高所作業が続き、繁忙期は体力的に大変なとこ

ろもありましたが、その反面、作業の休憩中に

格外のモモを丸かじりして喉を潤す時間は最

高でした。 

秋から冬にかけては、抜根や剪定、翌年の接

ぎ木準備などの作業を行います。特に剪定は翌

年の結実を左右する重要な作業であり、高度な

技術と長年の経験が必要です。今回の研修で基

本的な理論は仕込んでもらいましたが、まだま

だ読みが甘いと思われるので、来年から始まる

複数回の試作で腕を磨いていきたいと考えて

います。 

 

最後になりますが、この研修を実施するに当

たり様々な形でご支援頂いた皆様に、この場を

借りて感謝申し上げます。果樹の栽培サイクル

で考えると非常に短期間ではありましたが、こ

の研修で得たことの多くを実務で活かせるよ

う、これからも努力して参ります。 

西日本農場業務第２部の兼城

です。令和３年 4 月から、広島県

東広島市にある安芸津ブドウ・カ

キ研究拠点に駐在しています。 

ブドウは果樹の中でも品種の

育成が盛んに行われており、新た

に育成された品種の品種登録出

願が定常的に計画されています。

一方、育成者権保護の充実・強化

のため、改正された種苗法の施行

に向け、種苗 C において、将来的

に全ての出願品種について、適切

な特性調査が実施可能となるこ

とを目指して、令和７年度からブ

果樹茶業研究部門 安芸津研究拠点駐在：兼城 友彰 主任調査員 

収穫時期の栽培状況 

～抜根のコツを習得中～ 
病害蔓延防止のため細かい根まで除去します。 

～秋季剪定中～ 

安全第一でやってます！ 
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ドウの品種登録のための栽培試験を実施する

計画です。センターではこれまでブドウの栽培

経験が無く、品種本来の特性を充分に発揮させ

る栽培管理方法について、現在、安芸津拠点で

技術習得に励んでいます。 

ブドウの栽培管理作業を実際に経験し、特に

難しく感じた技術が三つあります。一つは、接

ぎ木です。安芸津では緑枝接ぎという方法を行

っています。適切な穂木を選び、台木と穂木を

つなぎ合わせ、鉢で管理します。接ぐ作業その

ものと接ぎ木後の養生(主に水管理)によって、

接ぎ木の成否が大きく変

わります。現在、接ぎ木の

作業だけでなく、その後

の水管理、仕立ての方法

を修得しています。二つ

目は、誘引です。すべての

新しょうに栄養を均等に

行き渡らせるため、棚面

に枝を広げる作業です。

新しょうが硬い品種や誘

引する時期によって、新

しょうが根元から折損

し、果実の形成に必要な

新しょうが確保できない

こともあります。折損さ

せない方法の一つとして、

新しょうの基部をねじ曲げて誘引するねん枝

という方法について学びました。三つ目に、果

実の収穫時期の判断です。果実の酸度が低下し、

糖度が高まり、ブドウ特有の香りを確認できる

時期に収穫することが望ましいのですが、品種

の特性やその年の天候に左右されるため、望ま

しい収穫時期を判断することは長年の経験が

必要だと感じています。その他にも、芽掻き、

摘芯、副しょうの管理、整房、摘粒、生育調節

剤(ジベレリン等)を使用した管理方法を学びま

した。以上にあげたすべての作業について、安

芸津拠点に在籍する専門家から、作業方法、注

意点や改善点を実践しながら教わり、また、私

の疑問に丁寧に答えてくれることに感謝しつ

つ、技術習得を続けています。 

今後、安芸津拠点で学んだ栽培管理方法を茨

城県かすみがうら市にあるほ場で実践するこ

とになっています。指導いただいている専門家

の方々はそばにいませんが、安芸津拠点とのつ

ながりを大切にしつつ、育成されたブドウ品種

の品種登録のための栽培試験を中立・公正な立

場で確実に実施して行きたいと思っています。 

緑枝接ぎ 接ぎ木後に伸長した穂木の芽 

棚面に誘引後の新しょう 








